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自
家
成
立
の

　
根
源
は
和
に
あ
り

秩
序
の
根
源
は

　
　
神
祖
崇
敬
よ
り
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祝
祭
日
に
は
必
ず
国
旗
を
掲
揚
し
ま
し
ょ
う　
　
　
　

寶
生
教　

国
旗
掲
揚
運
動

宗教
法人 寶 生 教 大 阪 本 部

令和 4 年 1 月 1 日 令和 4 年 1 月 1 日

祈
願

身
体
健
固

無
病
息
災

人　

形

ひ
と

が
た

奉
納

受
付

申
込
み
受
付

厄
除
け
祈
願

節
分
厄
除
祈
願
祭（
豆
ま
き
神
事
）

　
二
月
三
日（
木
）午
後
七
時
開
祭

『
年
頭
の
辞
』

　
　
　

教
主　

山
本
晃
道

教主・大阪本部長様

謹 賀 新 年

（昨年11月7日、御本宮参拝時の富士山）

い
て
『
皆
が
心
を
一
つ
に
し
て

協
力
し
、
互
い
に
見
守
り
助
け

合
い
さ
え
す
れ
ば
、
た
と
え
千

山
万
水
を
隔
て
て
い
て
も
、
必

ず
互
恵
の
光
明
に
満
ち
た
道
へ

歩
み
出
す
』
と
語
っ
て
い
る
。

　

大
日
本
帝
国
も
中
国
も
海
軍

力
を
増
強
し
、
日
本
は
南
太
平

洋
、
中
国
は
南
シ
ナ
海
に
軍
事

基
地
を
次
々
に
建
設
し
、
米
国

の
神
経
を
逆
な
で
し
て
い
る
の

も
同
じ
。」

　

大
東
亜
戦
争
は
、
日
本
が
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
よ
る
東
ア
ジ

ア
の
植
民
地
支
配
か
ら
解
放
す

る
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
に
勃
発
し
た
戦

争
で
す
。

　

一
方
で
、
現
在
中
国
が
唱
え

る
「
一
帯
一
路
」
と
は
、
中
国

を
中
心
と
し
て
ア
ジ
ア
を
欧
米

に
対
抗
で
き
る
地
域
に
し
よ
う

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。

　

一
見
、
同
じ
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
そ
の
内
容
は
全
く
違
い

ま
す
。

　

日
本
は
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
し

て
、
無
償
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
を
行
っ
て
お
り
、
日
本
に
感

謝
し
て
い
る
ア
ジ
ア
の
国
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
中
国
が
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
は
、
あ
く
ま
で

中
国
人
、
漢
民
族
だ
け
が
豊
か

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
し
よ

う
と
い
う
内
容
な
の
で
す
。

　
「
歴
史
を
鑑
と
す
る
な
ら
ば

『
台
湾
統
一
』
の
野
望
を
隠
さ

な
い
習
主
席
が
、
開
戦
に
踏
み

切
っ
た
東
条
首
相
の
道
を
選
ぶ

の
か
、
は
た
ま
た
民
主
主
義
国

家
と
平
和
共
存
す
る
道
を
選
ぶ

の
か
、答
え
は
一
つ
な
の
だ
が
、

予
断
は
許
さ
な
い
。

　

日
本
は
、
最
悪
の
事
態
を
も

想
定
し
て
準
備
を
怠
っ
て
は
な

ら
な
い
。
そ
れ
が
八
十
年
前
の

教
訓
を
活
か
す
道
で
あ
る
。」

　

日
本
と
い
う
国
家
を
愛
し
、

守
る
た
め
に
、
国
民
一
人
一
人

が
正
し
い
歴
史
を
知
り
、
正
確

に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

以
前
も
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、

国
の
歴
史
を
知
る
こ
と
は
、
国

を
愛
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
報
道
に
惑
わ
さ
れ

な
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
現
状

を
見
極
め
る
力
も
必
要
で
す
。

そ
の
力
を
授
け
て
く
だ
さ
る
の

が
、
教
会
の
修
行
の
目
的
の
一

つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

学
校
で
は
学
ば
な
い
正
し
い

歴
史
を
次
の
世
代
に
伝
え
、
情

勢
を
見
極
め
る
力
を
身
に
つ

け
、
国
を
守
る
気
概
を
も
つ
こ

と
が
大
切
か
と
存
じ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
、
皇
紀
二
千
六
百

八
十
二
年
、
壬
寅
の
歳
を
迎
え

ま
し
た
。

　

教
信
徒
皆
様
、
ご
参
拝
の
皆

様
そ
れ
ぞ
れ
に
大
神
様
、
ご
教

祖
様
、
各
家
ご
祖
先
様
の
ご
守

護
を
受
け
ら
れ
健
や
か
な
新
年

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
事
と
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

又
、
旧
年
中
に
は
私
ど
も
権

現
家
、
加
え
て
教
会
職
員
に
も

様
々
に
お
心
遣
い
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
少
し
昨
年
を
振
り
返

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

一
昨
年
よ
り
続
い
て
い
る
コ

ロ
ナ
禍
の
猛
威
は
中
々
治
ら
ず

緊
急
事
態
宣
言
の
再
発
令
な
ど

世
の
中
に
暗
い
影
を
今
な
お
、

落
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
夏

の
終
わ
り
か
ら
秋
口
に
か
け
て

日
本
の
感
染
者
数
は
大
き
く
減

り
収
束
の
兆
し
も
見
え
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日

に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
か
ら

ち
ょ
う
ど
十
年
目
を
迎
え
、
昭

和
十
六
年
十
二
月
八
日
の
ハ
ワ

イ
真
珠
湾
攻
撃
、
大
東
亜
戦
争

開
戦
か
ら
は
八
十
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
又
、
皇
室
愛
子
内
親

王
殿
下
に
お
か
れ
て
は
二
十
歳

の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
成
年

皇
族
と
な
ら
れ
、
秋
篠
宮
家
眞

子
内
親
王
殿
下
に
お
か
れ
て

は
、
ご
結
婚
整
い
臣
籍
降
下
さ

れ
ま
し
た
。
政
治
で
は
衆
議
院

解
散
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
岸
田

内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。
ス
ポ

ー
ツ
界
で
は
、
一
年
遅
れ
て
開

催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
日
本
選
手
団
の
活
躍
、
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
界
で
も
日
本
人
選

手
が
世
界
最
高
峰
と
呼
ば
れ
る

舞
台
で
目
ざ
ま
し
い
活
躍
を
見

せ
た
の
は
皆
様
の
記
憶
に
も
新

し
い
事
で
し
ょ
う
。

　

一
方
で
私
ど
も
の
寶
生
教
で

は
コ
ロ
ナ
禍
続
く
中
に
あ
っ
て

も
本
部
、
支
部
、
各
敬
和
会
共

に
各
神
事
祭
典
、
行
事
が
ほ
ぼ

滞
り
な
く
執
り
行
え
ま
し
た
の

は
大
神
様
、
ご
教
祖
様
の
ご
守

護
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
教
信

徒
、
ご
参
拝
の
皆
様
の
信
仰
に

対
す
る
熱
意
と
理
解
の
賜
物
と

深
く
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
前
出
の
様
に
昨
年
令

和
三
年
は
様
々
な
事
象
の
節
目

の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
し
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
大
き
く
世
の

中
の
価
値
観
が
変
わ
っ
て
し
ま

っ
た
様
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
世
の
中
が
ど
れ
ほ

ど
変
わ
ろ
う
と
、
使
う
道
具
が

便
利
に
な
ろ
う
と
決
し
て
変
え

て
は
い
け
な
い
も
の
が
ご
ざ
い

ま
す
。

　

そ
れ
は
私
達
の
人
と
し
て
の

本
質
、
日
本
人
と
し
て
の
本
質

で
す
。

　

そ
う
云
っ
た
大
切
な
本
質
を

守
る
た
め
に
神
道
が
あ
り
、
私

達
の
寶
生
教
の
信
仰
が
あ
る
の

で
す
。

　

本
年
、
令
和
四
年
は
私
ど
も

寶
生
教
に
と
っ
て
は
大
き
な
節

目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
立
教
百

十
年
の
佳
節
で
す
。
又
、
私
ど

も
大
阪
本
部
で
は
先
代
教
父

母
、
倭
護
国
真
道
翁
之
命
の
二

十
年
祭
、
節
子
刀
自
之
命
の
十

五
年
祭
を
迎
え
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
が
大
切
な
節
目
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
、
壬
寅
の
歳
は
「
陽
気

を
孕
み
、
春
の
胎
動
を
助
く
」

と
い
う
意
味
の
年
だ
と
云
わ
れ

ま
す
。
冬
の
時
期
が
厳
し
い
ほ

ど
春
の
芽
吹
き
は
生
命
力
に
溢

れ
る
事
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
令
和
四
年
、
共
々
に
更

に
信
仰
に
励
み
大
神
様
、
ご
教

祖
様
、
各
家
ご
祖
先
様
方
の
ご

守
護
を
受
け
各
家
が
心
豊
か
で

安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
様
、

又
各
氏
名
が
よ
り
発
展
な
さ
い

ま
す
様
に
、
加
え
て
、
私
ど
も

の
信
仰
が
よ
り
良
い
日
本
国
家

の
建
設
と
世
界
の
平
和
に
寄
与

で
き
ま
す
様
、
心
よ
り
祈
念
申

し
上
げ
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
致

し
ま
す
。

　

よ
か
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
と
言

わ
れ
る
、
人
生
の
節
目
で
あ
る

厄
年
。
厄
除
祈
願
を
な
さ
っ
て

御
神
幣
の
御
神
威
を
身
体
に
お

受
け
に
な
り
、
災
難
な
き
安
心

し
た
日
々
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

※
厄
除
け
祈
願
申
込
み
は
、
一

月
二
十
五
日
ま
で
に
、
申
込

幣
帛
料（
壱
万
円
）を
添
え
て
、

教
会
事
務
所
へ
ど
う
ぞ
。

※
厄
年（
数
え
年
）

男
性

　

四
十
三
歳（
昭
五
十
五
年
生
）

　

四
十
二
歳（
昭
五
十
六
年
生
）

　

四
十
一
歳（
昭
五
十
七
年
生
）

　

二
十
五
歳（
平
十
年
生
）

女
性

　

三
十
三
歳（
平
二
年
生
）

　

十　

九
歳（
平
十
六
年
生
） 　

教
会
所
定
の
「
人
形
」
に
各

自
の
氏
名
年
齢
を
記
し
、
身
体

健
固
、
無
病
息
災
の
祈
念
を
こ

め
て
、
各
自
の
息
を
吹
き
か
け

て
、
二
月
三
日
の
節
分
祭
ま
で

に
教
会
へ
納
め
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
昨
年
度
の
月
並
運
勢

の
御
神
幣
も
一
緒
に
納
め
て
下

さ
い
。
教
会
で
焼
禍
招
福
祈
願

い
た
し
ま
す
。

ひ
と
が
た

―
日
本
国
と
皇
室
の
安
泰
を
祈
り
ま
し
ょ
う
―

『
建
国
記
念
祭
』　
二
月
十
一
日（
祝
）
午
前
十
時

教　

会　

行　

事

一
月　

一
日（
祝
）　

元　

旦　

祭　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　

二
日（
日
）　

御
本
宮
初
月
並
祭　
　

午
前
十
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　

御
本
宮
遙
拝
式　
　
　

午
前
九
時

　
　
　

三
日（
月
）　

支
部
新
春
来
参
式　
　

午
前
十
一
時

　
　
　

八
日（
土
）　

お
鏡
開
き
式　
　
　
　

午
前
十
時

　
　
　
　
　
　
　
　

初
修
行　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

○
修
行
後
、
健
康
祈
願
の「
お
ぜ
ん
ざ
い
」

を
戴
き
ま
す
。

　
　
　

九
日（
日
）　

初
教
祖
祭　
　
　
　
　

午
前
十
時

　
　
　
　
　
　
　
　

青
年
部
初
顔
合
せ

　
　
　

十
日（
祝
）　

西
播
教
会
初
修
行
日

　
　
　
　
　
　
　
　

と
ん
ど
焼

　
　

十
五
日（
土
）　

初
月
並
祭　
　
　
　
　

午
後
七
時

　
　

十
六
日（
日
）　

養
老
教
会
初
修
行
日

　
　

二
三
日（
日
）　

故
教
父
・
二
十
年　

慰
霊
祭　

午
前
十
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　

故
教
母
・
十
五
年

○
故
ご
夫
妻
の
功
績
を
称
え
、
感
謝
の

ご
慰
霊
を
、
教
信
徒
一
同
揃
っ
て
、

致
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

二
五
日（
火
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　

二
六
日（
水
）　

宝
生
会
（
美
奈
木
G
Ｃ
）

　
　

二
九
日（
土
）　

和
歌
山
地
区
敬
和
会

　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
近
郊
各
地
区
合
同
敬
和
会

　
　

三
十
日（
日
）　

名
古
屋
地
区
敬
和
会

二
月　

一
日（
火
）　

月　

並　

祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

三
日（
木
）　

節
分
厄
除
祈
願
祭　
　

午
後
七
時

○
厄
除
祈
願
祭
に
引
続
き
、
節
分
豆
ま

き
神
事
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

○
撤
饌
と
し
て
福
豆
を
授
与
い
た
し
ま

す
。
各
家
の
災
難
、
病
難
除
け
等
と

し
て
の
ご
守
護
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　

六
日（
日
）　

御
本
宮
月
並
祭　
　
　

午
前
十
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　

御
本
宮
遙
拝
式　
　
　

午
前
九
時

　
　
　

八
日（
火
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　
　

九
日（
水
）　

修　

行　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　

教　

祖　

祭　
　
　
　

午
後
七
時

・
・
・

・
・

・
・
・
・

謹 賀 新 年

（昨年11月7日、御本宮参拝時の富士山）

令和４年 壬寅之歳令和４年 壬寅之歳

は
ら



ほ　　う　　せ　　い ほ　　う　　せ　　い

御
本
宮
　
月
並
祭
　
　
　
毎
月
第
一
日
曜
日
　
午
前
十
一
時
半
よ
り

（３）  1 月号 1 月号　（２）（515号） （515号）

雅
楽
部
の
存
在
に
誇
り
を
持
ち
、

　
　
是
非
、
ご
奉
仕
に
ご
参
加
を
。

ご教話

月並祭
（11月15日）

『
會
』は
食
を
共
に
す
る
人
の
集
ま
り

ご教話

月並祭
（12月1日）

正
し
い
歴
史
を
伝
え
、国
を
守
る
気
概
を
。

ご教話

教祖祭
（12月9日）

80年前の12月8日、当時の状況を
打破せんと、真珠湾攻撃により開戦となる。

令和 4 年 1 月 1 日 令和 4 年 1 月 1 日
　

先
日
十
一
月
十
二
日
、
本
部

雅
楽
部
が
、
大
阪
市
西
区
の
、

西
区
地
域
女
性
団
体
協
議
会
・

七
十
周
年
記
念
式
典
の
中
で
、

舞
楽
「
蘭
陵
王
」
を
披
露
致
し

ま
し
た
。

　

教
会
で
も
婦
人
会
の
皆
様
に

大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
よ

う
に
、
地
域
に
と
っ
て
も
女
性

会
は
大
変
影
響
力
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
女
性
会
の
七
十

周
年
と
い
う
立
派
な
式
典
で
、

当
雅
楽
部
が
演
奏
を
披
露
で
き

ま
し
た
こ
と
、
大
変
嬉
し
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
雅
楽
部

は
故
真
道
大
権
現
職
が
、
雅
楽

の
生
演
奏
を
大
神
様
へ
の
お
供

え
に
し
た
い
と
の
お
考
え
で
、

昭
和
二
十
三
年
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

以
来
、
故
松
田
先
生
ご
夫
妻

の
指
導
を
頂
き
、
現
在
は
副
本

部
長
の
指
導
の
下
、
各
祭
典
に

於
い
て
奉
仕
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

独
自
の
雅
楽
部
が
あ
る
神
社

な
ど
の
宗
教
団
体
は
、
別
格
の

大
き
な
神
社
な
ど
を
除
い
て
、

そ
う
そ
う
多
く
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
度
は
、
そ
の
よ
う
な
立

派
な
雅
楽
部
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
、
地
域
の
皆
様
に
知
っ
て

　

本
日
、
愛
子
内
親
王
殿
下
が

二
十
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
、
今
後
は
成
年
皇
族
と
し
て

様
々
な
ご
公
務
を
お
務
め
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
、
我
々
国
民

に
と
り
ま
し
て
大
き
な
慶
び
で

あ
り
ま
す
。
皇
室
の
安
泰
と
愛

子
さ
ま
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

扨
、
今
年
も
十
二
月「
師
走
」

に
入
り
ま
し
て
、
残
す
と
こ
ろ

一
ヶ
月
を
切
り
ま
し
た
。
今
年

も
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ
ロ
ナ
に

終
わ
る
一
年
で
、
未
だ
新
型
株

な
ん
か
も
発
見
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

年
が
明
け
て
も
そ
れ
ぞ
れ
に

油
断
な
さ
る
こ
と
な
く
、
で
き

る
限
り
の
対
策
を
施
し
、
健
康

を
保
つ
努
力
を
さ
れ
、
何
よ
り

大
神
様
の
ご
守
護
を
頂
い
て
、

お
互
い
に
良
い
年
を
迎
え
た
い

い
た
だ
く
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
様
に
と
っ
て
は
大

変
珍
し
い
音
楽
で
も
あ
り
ま

す
。
皆
様
が
教
会
の
大
祭
で
奉

納
す
る
舞
楽
を
ご
覧
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
大
変
あ
り

が
た
い
こ
と
な
の
で
す
。

　

舞
楽
の
一
つ
一
つ
の
動
き
の

意
味
は
理
解
で
き
な
い
事
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
ご
覧
に
な
っ

て
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
の

舞
姿
に
違
和
感
が
あ
り
ま
せ
ん
。 　

こ
こ
が
、
雅
楽
と
い
う
日
本

の
伝
統
文
化
の
水
準
の
高
さ
で

は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。
こ
の

伝
統
文
化
を
守
り
続
け
、
伝
え

続
け
る
こ
と
が
、
非
常
に
重
要

な
こ
と
な
の
で
す
。

　

教
信
徒
の
皆
様
も
、
教
会
が

独
自
の
雅
楽
部
を
も
つ
こ
と
を

誇
り
に
も
ち
、
是
非
、
共
々
に

ご
奉
仕
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ

ま
す
。

と
存
じ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
等
の

影
響
は
皆
様
、
大
小
お
あ
り
か

と
存
じ
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
危
惧
す
べ
き
影
響
は
経
済
的

な
面
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

　

教
会
の
「
会
」
と
い
う
漢
字
。

こ
れ
は
新
字
体
で
、
旧
字
体
は

「
會
」
と
い
う
字
で
す
。
当
教

会
で
も
以
前
使
用
し
て
お
り
ま

し
た
し
、
現
在
も
使
用
さ
れ
て

い
る
会
社
も
あ
る
の
で
、
よ
く

目
に
さ
れ
る
か
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
の
「
會
」
と
い
う
字
は
、

一
つ
屋
根
の
下
で
、
鍋
を
火
に

か
け
て
囲
み
、
共
に
食
事
を
し

て
い
る
様
子
を
表
し
た
象
形
文

字
な
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
人
の
集
ま
り
を

「
○
○
会
」と
言
い
ま
す
し
、「
会

社
」
は
社
業
を
遂
行
す
る
た
め

の
人
の
集
ま
り
、
そ
し
て
「
教

会
」
は
信
仰
の
道
、
教
え
を
学

ぶ
人
の
集
ま
り
、
と
い
う
意
味

な
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
「
会
食
」
と

い
う
言
葉
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

よ
く
目
に
し
ま
す
。
ま
さ
に
人

が
集
ま
っ
て
共
に
食
事
を
す
る

と
い
う
意
味
で
す
が
、
先
程
申

し
上
げ
た
危
惧
す
べ
き
点
と

は
、
こ
の
食
事
に
関
す
る
こ
と

な
の
で
す
。

　

飲
食
店
で
は「
マ
ス
ク
会
食
」

が
一
つ
の
ル
ー
ル
に
な
っ
て
お

り
ま
す
し
、
小
学
校
や
幼
稚
園

な
ど
の
給
食
の
時
間
も
、
子
供

達
は
一
言
も
し
ゃ
べ
っ
て
は
い

け
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

食
事
の
目
的
は
空
腹
を
満
た

す
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ

ね
。
や
は
り
楽
し
く
話
を
し
な

が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
な

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
が
集
ま
る
と
い
う
意
味
の

「
會
」
と
い
う
漢
字
を
見
て
わ

か
る
よ
う
に
、
共
に
食
事
を
す

る
こ
と
が
人
と
人
と
の
絆
を
深

め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
古

来
、
一
種
の
契
約
な
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
神
話
か
ら
も
見

て
取
れ
ま
す
。
伊
邪
那
冉
之
尊

が
火
の
神
様
を
お
産
み
に
な

り
、
黄
泉
の
国
（
あ
の
世
）
へ

と
旅
立
た
れ
ま
す
。

　

ご
主
人
の
伊
弉
諾
冉
之
尊
は

奥
様
に
会
い
に
黄
泉
の
国
へ
向

か
い
、
亡
骸
を
前
に
奥
様
の
御

霊
に
対
し
「
我
々
の
国
造
り
は

未
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
か
ら
、

元
の
国
に
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
」

と
言
葉
を
掛
け
ら
れ
ま
す
。

　

奥
様
は
「
私
は
既
に
黄
泉
の

国
の
食
べ
物
を
口
に
し
た
の

で
、
元
の
国
に
戻
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
」
と
返
答
さ
れ
る
件

が
あ
る
の
で
す
。

　

神
話
の
時
代
か
ら
、
そ
の
場

所
の
食
べ
物
を
口
に
す
る
、
又

共
に
食
事
を
す
る
と
い
う
こ
と

が
一
種
の
契
約
で
あ
り
、
家
族

と
し
て
見
な
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

現
代
で
も
変
わ
ら
ず
、
心
を

開
い
て
共
に
飲
み
食
い
す
る
こ

と
で
、
心
が
通
じ
、
わ
か
り
合

え
る
。
食
事
を
す
る
こ
と
は
、

そ
れ
ほ
ど
特
別
な
意
味
が
あ
る

こ
と
な
の
で
す
。

　

学
校
給
食
な
ど
は
、
そ
の
第

一
歩
と
も
云
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
、

黙
り
込
ん
で
過
ご
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
今
の
子
供
達
の
将
来

を
危
惧
し
て
い
る
と
い
う
訳
な

の
で
す
。

　

食
事
と
コ
ロ
ナ
の
関
係
は
、

健
康
面
で
も
重
要
で
す
。
教
父

が
常
々
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
よ

う
に
、
特
に
朝
食
、
つ
い
つ
い

手
を
抜
い
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
毎
朝
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
食
事
を
す
る
事
が
、

健
康
な
体
を
作
り
、
コ
ロ
ナ
に

打
ち
勝
つ
体
を
作
る
の
で
す
。

　

あ
る
重
篤
な
方
の
手
配
に
次

の
よ
う
な
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。「
私
は
今
、
病
院
の
ベ
ッ

ト
の
上
で
寝
て
い
ま
す
。
重
い

病
気
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

死
ぬ
の
が
、
怖
い
で
す
。
私

は
、
生
き
た
い
の
で
す
。

　

私
は
つ
ま
ら
な
い
人
生
を
送

っ
て
き
ま
し
た
。

　

で
も
、
そ
の
つ
ま
ら
な
い
人

生
に
最
後
ま
で
し
が
み
つ
き
た

く
な
る
く
ら
い
、
生
き
る
こ
と

は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

　

ま
だ
ま
だ
や
り
た
い
こ
と
が

あ
る
け
れ
ど
、
そ
の
た
め
に
は

健
康
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を

今
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
ず
っ
と
夢
を
叶
え
る
こ

と
が
で
き
た
ら
自
分
の
人
生
が

輝
く
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

で
も
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。

　

健
康
で
あ
る
こ
と
、
生
き
る

こ
と
そ
の
も
の
が
輝
き
で
し
た
。

　

昨
日
、
十
二
月
八
日
は
真
珠

湾
攻
撃
か
ら
丁
度
、
八
十
年
の

節
目
の
日
で
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
日
の
産
経
新
聞
に
、
論
説
委

員
長
の
乾
正
人
氏
が
「
真
珠
湾

攻
撃
八
十
年　

あ
の
日
と
今
日

は
地
続
き
に
あ
る
」
と
い
う
記

事
を
投
稿
し
て
お
ら
れ
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　
「
あ
の
日
の
東
京
の
空
は
、

限
り
な
く
青
か
つ
た
。

　
『
い
よ
い
よ
は
じ
ま
っ
た
か

と
思
っ
た
。
何
故
か
體
が
が
く

が
く
慄
へ
た
。
ば
ん
ざ
あ
い
と

大
聲
で
叫
び
な
が
ら
駆
け
出
し

た
い
や
う
な
衝
動
も
受
け
た
』

　
『
ご
ん
狐
』
で
知
ら
れ
る
児

童
文
学
者
の
新
美
南
吉
は
、
昭

和
十
六
年
十
二
月
八
日
の
興
奮

を
こ
う
綴
っ
た
。

　

日
本
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
海

軍
航
空
隊
が
真
珠
湾
攻
撃
で
あ

げ
た
『
戦
艦
二
隻
撃
沈
、
四
隻

大
破
。大
型
巡
洋
艦
四
隻
大
破
』

（
当
日
の
大
本
営
発
表
）
と
い

う
未
曾
有
の
大
戦
果
に
沸
き
立

っ
た
。

　
『
こ
う
い
う
事
に
な
ら
ぬ
よ

　

あ
な
た
は
今
生
き
て
い
る
。

そ
の
こ
と
が
、
私
に
は
と
て
も

ま
ぶ
し
い
の
で
す
。」

　

私
共
の
寶
生
教
は
、

「
生
き
る
こ
と
が
寶
な
り
」

と
説
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
を
生
き
て
い
る
こ
と
、
又

健
康
こ
そ
が
何
よ
り
の
宝
で
あ

り
、健
康
で
な
け
れ
ば
大
神
様
、

ご
祖
先
に
お
仕
え
す
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。

　

お
互
い
に
健
康
を
保
つ
努
力

を
し
、
令
和
四
年
も
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て

お
り
ま
す
。

う
に
僕
達
が
努
力
し
な
か
っ
た

の
が
悪
か
っ
た
』
と
つ
ぶ
や
い

た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
清
沢
洌

の
よ
う
な
人
は
例
外
だ
っ
た
。

　

戦
時
中
を
扱
っ
た
N
H
K
朝

の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
で
ヒ
ロ
イ

ン
が
、
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
開

戦
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
悲
愴

な
顔
を
し
て
い
た
ら
、
脚
本
家

や
演
出
家
が
歴
史
を
知
ら
な
い

か
、
意
図
的
に
史
実
を
改
竄
し

た
と
思
っ
て
間
違
い
な
い
。

　

昭
和
十
二
年
か
ら
始
ま
っ
た

日
中
戦
争
が
泥
沼
化
す
る
中
、

日
本
政
府
は
、
対
米
戦
争
を
回

避
し
よ
う
と
外
交
交
渉
に
望
み

を
託
し
た
。

　

だ
が
、
日
本
軍
の
中
国
撤
兵

を
め
ぐ
っ
て
交
渉
は
暗
礁
に
乗

り
上
げ
た
。
石
油
輸
出
禁
止
な

ど
米
国
の
対
日
経
済
制
裁
は
苛

烈
を
極
め
、
国
民
生
活
は
み
る

み
る
窮
乏
化
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
の
真
珠
湾
攻

撃
は
、『
妖
雲
を
排
し
て
天
日

を
仰
ぐ
』（
作
家
・
島
木
健
作
）

出
来
事
だ
っ
た
の
だ
。

　

当
時
の
日
本
人
は
、
日
本
が

戦
争
に
負
け
る
は
ず
が
な
い
と

ほ
と
ん
ど
の
人
が
思
っ
て
お
り

ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
開
戦
の

合
図
で
あ
る
真
珠
湾
攻
撃
の
報

道
に
、
国
民
は
よ
く
や
っ
た
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
の
で
す
。

　

開
戦
時
、
明
る
い
ム
ー
ド
だ

っ
た
の
に
は
理
由
が
あ
り
ま

す
。
記
事
に
あ
り
ま
し
た
よ
う

に
、
開
戦
前
よ
り
様
々
な
経
済

制
裁
を
受
け
、
日
本
国
民
は
大

変
つ
ら
い
思
い
を
し
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
状
況
を
打
破
し
た

の
が
、
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
る
開

戦
だ
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、真
珠
湾
攻
撃
は
、米

国
の
思
惑
通
り
だ
っ
た
の
で
す
。

当
時
の
米
大
統
領
は
、
敢
え
て

日
本
に
先
に
手
を
出
さ
せ
、
世

界
戦
争
を
開
戦
さ
せ
た
か
っ
た
。

日
本
は
真
珠
湾
攻
撃
が
大
成
功

し
た
と
思
い
込
ん
で
お
り
ま
し

た
が
、
す
べ
て
米
国
の
作
戦
通

り
に
進
ん
で
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
真
珠
湾
攻
撃
の
指
示
を

出
し
た
の
が
山
本
五
十
六
と
い

う
司
令
官
で
し
た
。
し
か
し
、

彼
は
対
米
戦
に
は
最
後
ま
で
反

対
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

山
本
五
十
六
は
米
国
に
留
学

経
験
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

米
国
の
国
力
を
目
に
し
、
米
国

と
戦
争
し
て
も
勝
つ
こ
と
は
で

き
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
「
同
時
に
英
米
蘭
へ
の
宣
戦

布
告
は
長
く
続
い
た
白
人
に
よ

る
ア
ジ
ア
の
植
民
地
支
配
に
終

止
符
を
打
つ
歴
史
的
転
換
点
と

な
っ
た
の
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。

　
『
世
界
は
一
新
せ
ら
れ
た
。

時
代
は
た
っ
た
今
大
き
く
区
切

ら
れ
た
。
昨
日
は
遠
い
昔
の
よ

う
で
あ
る
。
現
在
そ
の
も
の
は

高
め
ら
れ
確
然
た
る
軌
道
に
乗

り
、純
一
深
遠
な
意
味
を
帯
び
、

光
を
発
し
、
い
く
ら
で
も
ゆ
け

る
も
の
と
な
っ
た
』
と
詩
人
・

高
村
光
太
郎
が
謳
い
あ
げ
た
よ

う
に
。」

　

ア
ジ
ア
の
植
民
地
支
配
か
ら

の
解
放
は
、
ま
さ
に
日
本
の
お

か
げ
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

例
え
ば
イ
ン
ド
政
府
も
「
イ
ン

ド
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
で
き

た
の
は
日
本
の
お
か
げ
だ
」
と

発
表
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
が
そ
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
た
要
因
は
、
も
う

少
し
歴
史
を
遡
る
と
あ
り
ま

す
。
実
は
そ
の
要
因
と
は
、
日

露
戦
争
に
勝
っ
た
こ
と
な
の
で

す
。
こ
の
戦
勝
が
、
日
本
を
世

界
に
認
め
ら
れ
る
唯
一
の
ア
ジ

ア
の
国
に
し
た
の
で
す
。

　
「
も
ち
ろ
ん
、
光
が
ま
ば
ゆ

け
れ
ば
ま
ば
ゆ
い
ほ
ど
、
闇
も

ま
た
深
い
。

　
『
だ
ま
し
討
ち
』
と
と
っ
た

米
国
民
の
怒
り
は
凄
ま
じ
く
、

そ
の
結
末
を
八
十
年
後
の
我
々

は
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
。

　

終
戦
を
も
っ
て
、
き
れ
い
さ

っ
ぱ
り
、
身
も
心
も
『
軍
国
ニ

ッ
ポ
ン
』
と
お
さ
ら
ば
し
た
、

と
思
い
込
ん
で
い
る
の
は
お
め

で
た
い
日
本
人
だ
け
で
あ
る
。

　

戦
後
七
十
六
年
を
経
て
も
米

軍
が
沖
縄
の
み
な
ら
ず
、
首
都

圏
に
巨
大
な
空
軍
基
地
と
軍

港
、
司
令
部
を
保
持
し
続
け
て

い
る
の
も
、
真
珠
湾
攻
撃
が
米

国
に
与
え
た
衝
撃
が
起
点
と
な

っ
て
い
る
。」

　

日
本
は
真
珠
湾
攻
撃
を
、「
だ

ま
し
討
ち
」
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
宣
戦
布
告
し
、
手

順
を
追
っ
て
攻
撃
し
た
の
で
す

が
、
米
大
統
領
は
国
民
に
「
だ

ま
し
討
ち
」
と
伝
え
、
反
日
感

情
を
煽
る
こ
と
に
成
功
し
た
の

で
す
。

　

米
国
は
そ
こ
ま
で
計
算
済
み

で
し
た
。
そ
の
証
拠
に
、
戦
後

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
社
が

と
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
約

八
割
以
上
の
米
国
民
が
、「
日

本
国
民
な
ん
て
抹
殺
し
て
し
ま

え
ば
い
い
」と
回
答
す
る
ほ
ど
、

当
時
の
日
本
人
を
憎
ん
で
い
た

そ
う
な
の
で
す
。

　
「
中
国
や
韓
国
、
北
朝
鮮
が

戦
後
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
、
あ
り

も
し
な
い
日
本
の
『
軍
国
主
義

化
』
を
攻
撃
し
、『
反
日
教
育
』

に
い
そ
し
ん
で
き
た
の
も
同
じ
。

　

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
と

今
日
と
い
う
日
は
地
続
き
に
あ

る
。
八
十
年
前
と
違
う
の
は
、

米
国
の
覇
権
に
挑
戦
し
て
い
る

の
が
、
大
日
本
帝
国
か
ら
中
華

人
民
共
和
国
に
と
っ
て
代
わ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

　

異
論
が
あ
る
の
は
百
も
承
知

し
て
い
る
が
、
戦
時
中
に
日
本

が
掲
げ
た
『
大
東
亜
共
栄
圏
』

と
中
国
の
唱
え
る『
一
帯
一
路
』

と
は
外
形
上
、
異
様
な
ま
で
に

相
似
形
を
な
し
て
い
る
。

　

昭
和
十
八
年
十
一
月
、
東
京

で
東
条
英
機
首
相
が
主
宰
し
て

ア
ジ
ア
各
国
の
首
脳
ら
が
集
っ

た
大
東
亜
会
議
が
開
か
れ
、
大

東
亜
共
同
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。

　

宣
言
で
は
、
相
互
扶
助
に
よ

っ
て
ア
ジ
ア
各
国
の
共
存
共
栄

を
図
る
こ
と
を
基
本
に
、
経
済

発
展
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
の
繁
栄

を
増
進
す
る
と
明
言
し
た
。

　

か
た
や
中
国
の
習
近
平
国
家

主
席
は
、『
一
帯
一
路
』
に
つ

か
ら
だ

ふ
る

お
お
ご
え

か
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